
仕  様  書 

 

１ 業務名 

  光市営バス運行業務 

 

２ 運行形態 

光市営バス運行事業に関する条例に基づく自家用有償旅客運送 

 

３ 業務期間 

 令和７年１０月１日から令和１０年９月３０日まで 

  （地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３４条の３及び光市長期継

続契約を締結することができる契約に関する条例（平成１９年光市条例第

１８号）第２条の規定による長期継続契約） 

 

４ 運行路線、時刻及び運行日 

  別紙「路線及び時刻表」及び「路線図」のとおりとし、運行日は、毎日と

する。ただし、１２月２９日から１月３日の期間は、１便及び６便を運休と

する。 

  なお、光市は、必要に応じて路線及び時刻表を変更することができる。 

 

５ 予約制運行区間の予約方法 

  予約受付は、運行時刻の３０分前までとする。 

 

６ 運行車両等 

（１）運行車両は、光市が所有する定員１４人乗り又は定員２５人乗りの車

両を使用する。 

（２）運行に必要な燃料は、受託者が光市内の給油所で給油することとし、

要した費用を光市が支払うものとする。 

（３）運行車両の車検等整備点検・修繕については光市が対応するが、運行

前に光市が指定する点検項目に従い、車両点検を行うこと。 

（４）受託者の責に帰する事由により生じた費用負担については、市と受託

者の協議の上、その都度定めるものとする。 

（５）運行車両は、常に良好な状態であるよう清掃を行うこと。 

（６）受託者は、運行車両の不良又は利用者が乗車定員を超える等の理由に

より本業務によって輸送するべき利用者を輸送できない場合は、別に定

める追加便又はその他の方法により輸送すること。 

別紙 



 

７ 使用料等 

（１）受託者は、使用者から使用料を徴収し、光市の指示に従い市会計に入

金すること。 

（２）受託者は、あらかじめ市から受領した回数乗車券を管理し販売するこ

ととする。当該販売収入は使用料と同様に市会計に入金すること。 

 

８ 業務報告等 

 （１）受託者は、運転者について、道路運送法施行規則（昭和２６年運輸省

令第７５号）第５１条の１６第１項に規定する資格等及び中型自動車運

転免許を有することを証するものの写しを、契約の日までに光市に提出

すること。 

（２）受託者は、運転者に対し、別に定める乗務記録を作成させ、利用状況

報告書として月ごとにまとめ、翌月１０日までに乗務記録の写しと併せ

て光市に提出すること。 

（３）利用状況報告書は、紙媒体又は電子データ（エクセルファイル）とし、

別途定める様式で提出すること。 

（４）追加便が発生した場合は、受託者は、別に定める追加便等報告書によ

り月ごとにまとめ、翌日１０日までに利用状況報告書と併せて紙媒体又

は電子データ（エクセルファイル）で光市に提出すること。 

（５）毎月の報告以外に、光市が乗務記録等の提出を求めた場合は、受託者

は、遅滞なく提出すること。 

（６）受託者は、作成した乗務記録等を１年間保管すること。 

 

９ 委託料 

委託料は、人件費、業務に必要な諸経費、消費税及び地方消費税を含むも

のとする。 

 

１０ 委託料の支払 

（１）光市は、委託料の支払について、受託者の適正な請求書の提出があっ

てから３０日以内に、受託者に支払うものとする。 

（２）支払は、毎月末締めの委託料を翌月請求により支払う。支払額は、落

札金額（年額委託料）の１箇月分に相当する額とし、１円未満の端数が

生じた場合は、契約期間の各年度の初回支払時に端数調整するものとし、

２回目以降の支払は１円未満の端数を切り捨てた額を支払う。 

（３）追加便が発生した場合の委託料は、使用者の輸送に要した車両の輸送

距離に応じたタクシー運賃の実費に相当する額を基準に、光市と受託者

で別途協議により定める。 

 



１１ 業務執行体制 

 （１）運行管理の責任者 

受託者は、運転手とは別に、道路運送法施行規則第５１条の１７第２

項に規定する要件を備える運行管理の責任者を配置し、次に掲げる業務

を行うこと。 

ア 道路運送法施行規則第５１条の１６第１項に該当する者、かつ、中

型自動車免許を保持している者以外の者に運転させないこと。 

イ 運行開始前に、運転者に対し対面により、疾病、疲労、酒気帯び、

その他の理由により安全な運転をすることができないおそれの有無の

確認及び、運行後も対面による酒気帯びの有無の確認を行い、運行の

安全を確保するために必要な指示を与え、運転者ごとに確認を行った

旨及び指示の内容を記録し、かつ、その記録を１年間保存すること。 

   ウ 国家公安委員会が定めるアルコール検知器を常時有効に保持し、イ

の酒気帯びの有無の確認を行うこと。 

（２）整備管理の責任者 

  受託者は、車両の点検及び整備に関する知識や技術を有する整備管理

の責任者を配置し、適切に点検及び整備を実施すること。 

 

１２ 運行に関する注意義務等 

（１）受託者は、本業務の遂行に当たり、道路運送法（昭和２６年法律第１

８３号）、道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）、道路法（昭和２

７年法律第１８０号）及びその他関係法令を遵守すること。 

（２）受託者は、利用者等に対して常に親切で責任ある接客に努め、苦情に

ついても誠心誠意対応すること。 

（３）受託者は、運転者を監督するとともに安全運行の励行に必要な指導等

を行うこと。 

 

１３ 緊急時の対応 

（１）受託者は、天災等の受託者の責によらない事由により、運行区間の全

部又は一部の運行を中止する場合は、その事由を光市に伝え、予約者が

あった場合には、その旨を連絡するものとする。 

（２）受託者は、不慮の事故等により本業務の遂行に障害が発生した場合に

は、その事由を光市に伝え、代替車両の手配等、速やかな対応を行うこ

と。 

（３）受託者は、業務に伴う不慮の事故等に係る一切の責任を負い、誠意を

もって一切の処理を行うこと。 

 



１４ その他 

本業務の実施に当たり、本仕様書に明示されていない事項及び内容に疑

義が生じた場合の取扱いは、光市と受託者が協議して定めるものとする。 

 


